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上のサイトにアクセスし，左上の●Language で「日本語」を選択する

と前頁 (表紙 )の画面になります。  

LYNEAL はスペイン語 Letras y Números en Análisis Lingüísticos「言語

分析の文字と数字」の頭文字です。それぞれの機能は次のように順番

で並んで配置されています。ユーザーがボタンをクリックするとその

機能がすぐに確認できるインタラクティブなシステムです。操作は直

感的で簡単です。  

左の VARIOS をクリックし，左下の●Language するで「日本語」を選

択すると次の画面になります。  

 

ページのヘッダー（最上部）の左上の部分に [メニュー ]，[データ ]，[文

字 ]，[数値 ]，[グラフ ]のボタンがあります。中央にページのタイトル，

そして右に [実行 ]ボタン，プログレスバーと％と m.s.(ミリセカンド )

と [再起動 ]ボタンが見えます。「メニュー」をクリックすると左欄が

消え，再度クリックすると左欄が現れます。大きな画面で出力結果を

見たいときに利用してください。「実行」ボタンを押したとき，また

は [Ctrl]+[Enter]キーを押したときにプログラムが実行されます。「●

数値」と「●グラフ」はその設定を変更したときにプログラムが自動

的に実行されます。「●文字」の設定を変えたときには「実行ボタン」

をクリックするか， [Ctrl]+[Enter]キーを押してください。左側のメニ

ューと右側の区画はタイトルバーをドラッグアンドドロップして移動

することができます。  
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1. データ  

左の区画の「■メニュー」の「●データ」をクリックするとデータの

セクションが展開します。  

 

1.1. ファイル 

左の区画の「●データ」の「ファイル」をクリックします。  

 

最初のファイル 1:ALICE は，ルイス・キャロル Lewis Carroll 原作の「不

思議の国のアリス」Alice's Adventures in Wonderland の各章の抜粋です。 

 

上の赤の○印に囲まれたハンドルを下にドラッグすると出力範囲を拡
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大することができます。この範囲拡大機能はシステム全体に共通です。

左欄や出力部の右下の隅に同じハンドルがあるときは、それを下にド

ラッグすると範囲を拡大することができます。  

1.2. 属性とフィルター 

「●データ」→「属性とφルター」→「属性 (複 ):」で属性を選択する

と、その下に「フィルタ (複 ):」が現れます。下のようにフィルタを選

択すると、出力の■データはフィルタによって選択されたデータだけ

が現れます。選択されたデータが分析の対象になります。  

 

1.3. ユーザーデータ 

これまではサーバーに置かれたデータを使いましたが、ユーザーが自

分のデータをテキストボックスにコピー＆ペーストしたり、自分のフ

ァイルをシステムにロードして分析することができます。これらのデ

ータはユーザーの環境だけで使用され、サーバーにセーブしたり、一

般に公開されたりはしません。  

 

1.3.1. テキストボックス 

左欄の「データ」の「ファイル」で「テキストボックス」を選択する

と、次のように右に空欄が現れます。 [Ctrl]+C でコピーしたテキスト

をこの中をクリックして [Ctrl]+V でペーストしてください。ペースト
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した後に、テキストボックスの下の「＊クリック＊」を押してくださ

い。  

 

テキストファイルは次のようにタブコードで分離されていれば、最初

の行が列と属性のタイトルになります。Excel シートからコピーする

ことも可能です。テキスト部を「TX」とし、属性には最初に「##」を

つけてください。  

TX ##OBRA ##Folio ##Línea 

Delos sos oios tan fuerte mientre lorando 13a.Cid 1r 1 

Tornaua la cabeça & estaua los catando 13a.Cid 1r 2 

Vio puertas abiertas & vços sin ca<n>nados 13a.Cid 1r 3 

Alcandaras uazias sin pielles & sin mantos 13a.Cid 1r 4 

E sin falcones & sin adtores mudados 13a.Cid 1r 5 

データは次の「##OBRA::13a.Cid」のように、属性が変更されたところ

だけにそのことをタイトル（##OBRA）とコロン 2 つ「 ::」と属性名を

書 く こ と も で き ま す 。 属 性 が 変 わ る 位 置 で 、 た と え ば

「##OBRA::13b.Fazienda」のように属性名だけを変えて指定してくださ

い。タイトル名を変えば複数のタイトルと属性が指定できます。  

TX 

##OBRA::13a.Cid 

Delos sos oios tan fuerte mientre lorando 

Tornaua la cabeça & estaua los catando 

Vio puertas abiertas & vços sin ca<n>nados 

##OBRA::13b.Fazienda 

emont poɾ la gracia δe δios. arço= 

~biſpo δe Toleδo. a δon almeric. arçi= 

~δiano δe antiochia con grant a= 

次の入力データ形式も可能です。  

TX ##PAPEL ##SEXO ##EDAD ##VARIEDAD

 ##LENGUA 

$$E Entrevistador(a) * * * * 
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$$I Informante Mujer 35 * Castellano 

¿Qué opinas de la violencia familiar, y porque las crees que las mujeres no 

reaccionen ante una agresión de sus parejas?  E 

¡Por qué si te das de cuenta!, en todos los episodios si te vas a toda la 

historia de la humanidad ya sea he…bíblicamente, históricamente siempre 

la mujer ha estado metida, o tratando de tener poder atreves del hombre.

 I 

上の形式では、最初の行でそれぞれのカラムのタイトルを設定し、次

の行の$$E は E が Entrevistador(a) * * * * で 決 定 さ れ

ます。データ行の E は、$$E で決定されたカラムのデータを展開しま

す。このようにすれば、繰り返される同一のカラム群が 1 回の規定

($$E)だけで済ますことができます。  

1.3.2. ユーザーファイル 

左欄の「データ」の「ファイル」で「ユーザーファイル」を選択する

と次のようなユーザーのディレクトリーの画面が現れます。  

 

ファイルの構造はテキストボックスの場合と同じです。ファイルは拡

張子が ".txt"であるテキストファイルを使用してください。  

1.3.3. 数値行列データ 

データはテキストだけでなく数値行列であってもかまいません。次は、

1:0 データの例です。  

N.D1.0:1 A B C D 

i.1 1 1 0 0 

i.2 0 0 1 0 

i.3 0 1 0 0 

i.4 0 0 1 1 
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i.5 1 1 1 0 

次は頻度データの例です。  

N.D2.fre. A B C D E 

i.1 10 19 14 7 12 

i.2 11 7 10 0 1 

i.3 0 0 1 12 1 

i.4 0 1 2 3 3 

次は小数点のあるデータ例です。  

N.D4.ss-ff -ss- #ss- -ff- #ff- 

R: León 4.8 5.8 1.4 6.1 

R: C. la Vieja 9.7 9.6 1.5 10.1 

R: C. la Nueva 1.8 2.4 0.5 1.9 

R: Aragón 11 0.9 2.1 3 

A: 1200 16.8 3.1 1.2 6.2 

A: 1225 5.7 0.2 0.5 0 

A: 1250 12.2 3.1 1.5 6.8 

A: 1275 13.1 13.8 1.5 12.4 

A: 1300 13.4 14.8 4 22.1 

A: 1325 14.3 20.5 3.6 23.8 

A: 1350 8.9 10.6 3.1 9.4 

A: 1375 3.7 3.7 1.9 3.3 

A: 1400 6.6 1 0.9 1.2 

A: 1425 3.9 0.5 0.7 1.1 

A: 1450 7.8 0.5 1.1 2.3 

A: 1475 7.3 0 0.9 0.8 

L: cortesana 0.6 0.5 0.7 0.8 

L: albalaes 19.2 19.4 3 12.9 

L: privilegios 7.9 1.6 3.1 7.9 

L: gótica 2.8 0.6 0.6 2.2 

L: gótica cursiva 10.7 15.8 2.8 19.6 

L: gótica cursiva [albalaes]  9.2 19.2 1.8 20.3 

L: gótica cursiva [precortesana]  0.2 2 0.3 1.7 

L: gótica libraria 10.3 9 3.5 11 

L: gótica redonda 12.8 1.1 0.7 1.6 

L: humanística 3.3 0 3.3 0 

L: humanística redonda 0.5 3.7 0 1 

L: precortesana 3.9 3.9 0.7 2.7 
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(1) データのそれぞれの値はタブで区切られていること、(2) 第 1 行に

属性のタイトルがあること、(3) 第 1 列に個体のタイトルがあること、

そして (4)左上の最初のセルが「N.」（大文字エヌとピリオド）で始ま

ることが必須の条件です。この条件を満たせば LYNEAL はこのデータ

をテキストではなく、数値行列として扱い、文字の処理をしないで数

値分析を行います。  

2. 文字  

 

2.1. 検索パタン 

 

2.1.1. シャープ・ハイフン・イコール：#, -, = 

言語形式を検索するために特殊な記号で表現する「パタン」を使いま

す。たとえば、シャープ「#」とハイフン「 -」はパタンの中では次を

意味します。  

 #  語の境界であること  

 - 文字が 1 個以上あること  

語の境界 (#)は、たとえば A, a で始まる語を探す次のパタンなどで使い

ます。  
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 #a- 

このパタンで Alice, and, a, as などのように A, a で始まる語を検索すこ

とができます。  

イコール (=)の記号はハイフン (-)と同じように a だけでなく、 a に続く

文字があるかぎり、それが途切れるまで検索します。そしてイコール

(=)は「文字がない」ということも示すので、「#a%」は a だけにもマ

ッチします。ここで「文字」は単語の中で使用するアルファベットや

各国語の文字（ひらがな、カタカナ、漢字など）を意味します。「%」

や「?」などの記号やアラビア数字 (1, 2, ...)は含みません。  

同様にして、パタン「 -d#」は tired, and, had などのように語尾が d で

ある語を検索します。  

パタンは次のように、 [Enter]キーで改行していくつでも書くことがで

きます。  

 -d# 

 -r# 

大文字と小文字を区別する必要があるときには、「大小文字区別」の

チェックボタンを押してください。  

「#」の代わりにブランク（空白）を使うこともできます。パタンの始

点と終点のブランク（空白）は「#」と見なします。  

ハイフン「 -」は 1 個以上の文字連続を示すので、スペースなどで囲ま

れた 1 単語を検索します。したがって 2 語の連続は「 - -」で検索しま

す。  

2.1.2. アットマーク：@ 

アットマーク「@」は 1 文字を検索します。たとえば「#d@s-」は das-, 

des-, dis-, などで始まる語を検索します。  

2.1.3. ピリオド: . 

ピリオド ( . )は文字、数字、記号、スペースに対応します。  
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2.1.4. バックスラッシュ+d: \d 

数字を検索するときにはパタン「 \d」を使います。  

2.1.5. 角括弧: [...] 

個別の文字をグループにするときには角括弧 [...]を使います。たとえ

ば「#amig[oa]#」は amigo と amiga を検索します。母音で終わる語を

検索するときは「&[aeiou]」を使います。 . 

角括弧の中でハイフン (-)を使って、一連の文字を文字コードの小さな

文字と大きな文字でならべます。たとえば「 #[a-k]&」は小文字の a, b, 

c, ..., k で始まる語を検索します。曲アクセント記号 (^)を [の直後に置

くと、続く文字以外の文字を指定します。たとえば「 #[^a-k ]&」は小

文字の a, b, c, ..., k で始まる語を検索します。このとき [...]の中に空白

を含めます。  

2.1.6. 丸括弧と縦棒: (...|...) 

複数のパタンを丸かっこの中に縦棒で区切って並べてまとめることが

できます。たとえば「 (king|queen)」は king と queen を同時に検索しま

す。また、「#(have|has|had)#」と「#ha(ve|s|d)#」はどちらも have, has, 

had を検索します。「 (king|queen)」は丸かっこを外して「 king|queen」

としても同じ結果になります。  

2.1.7. バックスラッシュ：\ 

パタンで使用する記号そのものを検索するときはバックスラッシュ「 \」

（または半角の￥記号）をその記号の前につけます。たとえば「 \-」と

いうパタンはハイフン (-)を検索します。  

2.1.8. 量の指定：?, *, +, {***} 

次の記号によって文字やパタンが連続する数を指定することができま

す。  

記号  意味  例  

? 先行する文字やパタ books?で book と books を検索します  
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ンがあってもなくて

もよい  

* 
先行する文字やパタ

ンがゼロ個以上ある  

[aeo]*h で h, ah, aah, aaah, ..., eh, aoooh

などを検索します。  

+ 
先行する文字やパタ

ンがゼロ個以上ある  

[aeo]+h で ah, aah, aaah, ..., eh, aoooh な

どを検索しますが、h は検索しません。 

{x} 
先行する文字やパタ

ンが x 個ある  

\d{3}で 124, 366, 889 などの数値を検索

します。  

{x,} 
先行する文字やパタ

ンが x 個以上ある  

\d{3,}で 124, 3667, 8899 などの 3 桁の数

値を検索します。  

{x,y} 

先行する文字やパタ

ンが x 個以上 y 個以下

ある  

\d{3,4}で 124, 3662, 8891 などの 3-4 桁の

数値を検索します。  

2.1.9. 文脈：{{***}} 

た と え ば 単 語 ＋ 前 置 詞 (of, in, on, from) を 検 索 す る に は 「 - 

(of|in|on|from)」というパタンを使います。  

 

ここで前置詞をフォームに含めずに、文脈として後文に位置させるに

はパタンを「 - {{(of|in|on|from)}}」とします。  

 

前文脈でも同様です。たとえば「 {{(of|in|on|from)}} -」は次を検索し

ます。  
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＊以上の場合には文脈またはフォームに対応するパタンに空白（スペ

ース）を含めなければなりません。  

2.1.10. 繰り返し：(***) \1 

丸括弧 (...)と「 \1」は丸括弧にあるパタンが繰り返されることを示しま

す。たとえば「 (-) \1」は次の検索します。  

 

丸括弧 (...)が 2 つあるときは \1 と \2 を使って順に対応するパタンを繰

り返します。  

2.1.11. 定義：***==***#a% 

次のように複雑なパタンを簡単な文字（列）に==を使って定義し、繰

り返し使用することができます。このとき、たとえば  

c==[bcdfghjklmnpqrstvwxz] 

のように、パタンの中にある文字列を使ってはいけません。  

C==[bcdfghjklmnpqrstvwxz]  

V==[aeiou] 

{{V}}C{{V}} 

{{V}}CC{{V}} 

{{V}}CCC{{V}} 
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上の検索式を単純に  

C 

CC 

CCC 

とすると、C の中に CC のケースが含まれてしまいます。  

2.1.12. 置換：***=>*** 

パタンは検索だけでなく置換にも使われます。たとえば「 a=>A」はテ

キストの中のすべての小文字の a を大文字の A に変えます。「 a=>」

はすべｔの小文字の a を消去します。中世スペイン語の省略形は

ynfa<n>t のように「<...>」で囲って転記されるので、完全形にして検

索するときには次のようにして、「<」と「>」を置換で消去してから

検索します。「&t#」は part, ynfant などを検索します。  

[<>]=> 

&t# 

省略された文字列を消去するときは「<&>=>」という置換パタンによ

って、たとえば gra<n>t は grat に変わります。  

2.1.13. 除外 

パタンの後に{-}をつけると、検索された形式がそのパタンに一致する

するとき除外されて検索されません。たとえば次の%d は語末が d の
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すべての単語を検索しますが、 tired は検索されません。  

%d  

tired{-} 

2.1.14. スペイン語特有の略式パタン 

名詞、形容詞、動詞のすべての変化形は、 "{...}"を使って代表形で検

索することができます。たとえば、 {blanco}は blanco, blancos, blanca, 

blancas を検索し、{alemán}は alemán, alemanes, alemana, alemanas を

検索します。{ser}は ser 動詞のすべての活用形を検索します。  

次の左欄の略式パタンは右欄の正規表現の代わりに使うことができま

す。  

パタン  正規表現  

{a} [aáäàâAÁÄÀÂ] 

{e} [eéëèêEÉËÈÊ] 

{i} [iíïìîIÍÏÌÎ]  

{o} [oóöòôOÓÖÒÔ] 

{u} [uúüùûUÚÜÙÛ] 

{c} [cçzCÇZ] 

{k} (k|c|qu|ch) 

{A} [aáäàâAÁÄÀÂ] 

{E} ([eéëèêEÉËÈÊ]|ie|IE) 

{I} [iíïìîIÍÏÌÎjyJY] 

{O} ([oóöòôOÓÖÒÔ]|ue|UE) 

{U} [uúüùûUÚÜÙÛvbVB] 

{C} [cçzCÇZ] 

{K} (k|c|qu|ch) 

 

パタン  正規表現  

{el} (el|las?|los?) 

{un} (unos|unas?|un) 

{este} (este|est[oa]s?) 

{ese} (ese|es[oa]s?) 

{aquel} (aquel|aquell[oa]s?) 

{mi} (mis?|mí[oa]s?) 

{tu} (tus?|tuy[oa]s?) 

{su} (sus?|suy[oa]s?) 
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{nuestro} (nuestr[oa]s?) 

{vuestro} (vuestr[oa]s?) 

 

パタン  正規表現  

{art} ({el}|{un}) 

{clit} (me|te|nos|os|se|l[oae]s?)  

{conj} 
(como|cuando|cuanto|donde|o|pero|mas|ni|aunque|conque|mientra

s|porque|pues|que|sino|si)  

{dem} ({este}|{ese}|{aquel}) 

{indef} 
(algo|alguien|nada|nadie|algún|algun[oa]s?|ningún|ningun[oa]|mi

sm[oa]s?|otr[oa]s?) 

{inf} &[aeií]r 

{ger} &([aá]ndo|i[eé]ndo) 

{interr} (adónde|cómo|cuál|cuándo|cuánto|dónde|qué|quién)  

{num} 

(un|un[oa]s?|dos|tres|cuatro|cinco|seis|siete|ocho|nueve|diez|once

|doce|trece|catorce|quince|veinte|treinta|cuarenta|cincuenta|sesen

ta|setenta|ochenta|noventa|cien|ciento|(dos|tres|cuatro|seis|sete|o

cho|nove)cient[oa]s|quinient[oa]s|mil|millón)  

{ord} 
%((primer|segund|tercer|cuart|quint|sext|séptim|octav|noven|déci

m)[oa]s?|primer|tercer)  

{pos} ({mi}|{tu}|{su}|{nuestro}|{vuestro})  

{pp} 
&([aií]d|abiert|cubiert|escrit|muert|puest|resuelt|rot|vist|vuelt|dic

h|hech)[oa]s? 

{prep} 
(en|por|a|con|p[oa]ra|sobre|so|ante|bajo|contra|sin|entre|[fh]asta|d

esde|de|tras|cabe?|faza|hacia)  

{pron} (yo|tú|[nv]osotr[oa]s|ell[oa]s|ustedes|usted)  

{rel} (que|donde|quien|cuy[oa]s?|cual(es)?)  

 

LYNEAL は次の変換規則を備えているので，たとえば "llam{ar}"や

"com{er}"というパタンで，その規則変化形はすべて検索します。この

検索は、形式を検索するので、意味や機能は考慮されません。たとえ

ば com{er}は como を検索しますが、これは接続詞も同時に検索します。 

 

パタン  正規表現  

{ar} ({IPa}|ar{FC}|{Pa}|{Sa}|{SPa}|{Ia}|ar|ad[oa]s?|[aá]ndo|ad|ares)  

{er} ({IPe}|er{FC}|{Pe}|{Se}|{SPe}|{Ie}|er|id[oa]s?|i[eé]ndo|ed|eres)  

{ir} ({IPe}|ir{FC}|{Pe}|{Se}|{SPe}|{Ii}|ir|id[oa]s?|i[eé]ndo|id|ires)  

 

パタン  正規表現  

{Ia} (o|amos|áis|a[sn]?|ades)  
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{Ie} (o|emos|éis|e[sn]?|[ée]des)  

{Ii} (o|imos|ís|e[sn]?|[íi]|des)  

{Ie2} (emos|éis|e[sn]?|[ée]des)  

{Ii2} (imos|ís|e[sn]?|[íi]|des)  

{IPa} (abais|ábamos|aba[sn]?) 

{IPe} (íamos|íais|ía[ns]?) 

{Pa} (é|asteis|ó|amos|aste|aron) 

{Pa2} (asteis|ó|amos|aste|aron) 

{Pe} (í|isteis|ió|imos|iste|ieron)  

{RP} (e|isteis|o|imos|iste|ieron)  

{F} (é|á[sn]?|emos|éis) 

{FC} (é|á[sn]?|emos|éis|íamos|íais|ía[sn]?)  

{Sa} (emos|éis|e[sn]?|[ée]des)  

{Se} (amos|áis|a[sn]?|ades)  

{SPa} (a(ra|se)(is|[sn]?)|á(ra|se)mos)  

{SPe} (ie(ra|se)(is|[sn]?)|ié(ra|se)mos)  

{SP2} (e(ra|se)(is|[sn]?)|é(ra|se)mos)  

2.1.15. 大小文字の区別 

ふつう検索は大文字と小文字の区別なく行いますが，「大小文字区別」

のボタンをチェックすると大文字と小文字を区別した検索になります。

たとえば Qué は大文字の Q がある文頭の疑問詞を検索します。  

2.1.16. 対象 

テキスト以外の属性を対象に選択することができます。  
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2.2. オプション 

2.2.1. 出力エレメント 

 

標準のの出力リストは前文脈，検索フォーム，後文脈です。他に上の

図にあるさまざまなオプションがあります。  

それぞれの項目は次を意味します：  

出力エレメント  説明  

1. 前文脈  検索文字列の前文（前にある文の一部）  

2. 逆転前文脈  検索文字列の前文脈の逆配列  

3. パタン  ユーザーが入力したパタン  

4. フォーム  パタンに一致した文字列  

5. 逆転フォーム  フォームの逆配列  

6. 後文  検索文字列の後文（後にある文の一部）  

7. 全文脈  文の中にフォームがある形式  

8. 段落内の位置   

9. グループ内の位置   
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2.2.2. 出力属性・プロセス・出力限度 

 

漸増検索では，多くの検索は連続して行います。たとえば「@@」で 2

文字を検索すると次の結果になります。ここでは CHAPTER の CH, AP, 

TE が検索されています。  

 

このような連続検索では一度検索された部分は次の検索の範囲に含ま

れません。ここで「●文字」→「オプション」→「プロセス」の「漸

増検索」をチェックすると次のように、CH, HA, AP, PT, TE, ER, ...の

ように次々と 1 文字ずつ移動しながら検索を続けるので、すべての可

能な 2 文字連続が見つかります。  
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２語の連続は「#& &」を使います。「& &」とすると語の途中から検

索するので、完全な語の連続にはなりません。なお、この処理は時間

がかかります。  

 

2.3. 文脈 

 

前文脈，後文脈，全文脈にパタンを設定すると，パタンに一致した文

字列が赤字でハイライトされます。  
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2.4. 個体と変数 

 

たとえば章番号や地点や年代などのような変数がある言語データを扱

うとき、それらの変数と検索されたケース（語や文字列など）の関係

を探ることがあります。次は変数として 1: Chapter を選択したところ

です。次の図は検索パタンの Alice, Rabbit, King, Queen とこの変数と

coche, auto, carro という個体との関係を示します。  

 

間隔を 2 とし，間隔の開始番号 :1 にして実行すると次の図が得られま

す。たとえば Alice は Chapter 1, 2 で 19 回現れています。  
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2.5. 二個の変数 

「●文字」で変数を 2 個以上選択すると「変数を分離」「変数を結合」

「変数ｘ変数」のいずれかを選択することができます。ここでは

VARITEX の CIUDAD と TEMA を選択します。  

 

2.5.1. 変数を分離 

下図のように２個の変数を分離して出力します。  

 

2.5.2. 変数を結合 

下図のように２個の変数を結合して出力します。  
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2.5.3. 変数ｘ変数(頻度) 

下図のように２個の変数を行列にして出力します。パタン：#fa- 

 

パタン：#sa- 

 

2.5.4. 変数ｘ変数(率) 

パタン：#fa- [改行 ] #sa- 



22 

 

2.5.5. 変数ｘ変数(文字) 

パタン：#fa- [改行 ] #sa- 

 

3. 数値  

「数値」のセクションにあるさまざまな機能について説明します。  

 

＊この説明書では LYNEAL の操作法だけを説明します。数値処理、確

率、統計については次の『限度データ分析法』→2.3『言語研究のため

の数値データ分析法』を参照してください。  
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http://lecture.ecc.u-tokyo.ac.jp/~cueda/gengo/index.html  

3.1. 分析方法 

 

3.1.1. 行列 

出力の「数値」には次の数値行列が出力されます。左欄の「数値」セ

クションの「行列」から数値行列の種類を選択します。  
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絶対頻度  

次の「絶対頻度」は各個体が各属性に出現した回数を示します。  

 

相対頻度  

(3) 横パーセント・縦パーセント  
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3.1.2. 正規化頻度 

絶対頻度はそれぞれの属性の中での出現数なので、属性間で比較する

ためには使えません。同様に横パーセントも属性間で比較するために

は使えません。それぞれの属性の規模が異なるからです。ここでの属

性は各章 (Chap.)ですから、それぞれの章の大きさが異なることは明ら

かです。  

そこで先の (2)で見た文字数と語数を使って絶対頻度を正規化します。

次がそれぞれの属性（章）に文字数を 1000 に揃えて正規化した数値（千

字率）を示します。  

 

たとえば Alice: Chap.2 の頻度が 19 であり、Chap.2 の文字数が 7624 な

ので、19 : x = 7624 : 1000, 119 * 1000 / 7624 = 2.5 が Alice: Chap.2 の 1000

字あたりの頻度になります。ここでは Alice, King, Queen という単語の

頻度を調べているので、正規化頻度はむしろ 1000 語を基準にすべきで

す。次が千語率を示しています。  
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たとえば Alice: Chap.2 の頻度が 19 であり、Chap.2 の語数が 1982 なの

で、19 * 1000 / 1982 = 9.6 が Alice: Chap.2 の千語率です。  

＊日本語は単語が空白で分離されていないので、テキストのままでは

語数が計算できません。そこで疑似的な文節として「漢字またはカタ

カナの連続」またはそれにひらがなの連続、またはひらがなの連続を

設定してこれを語数の近似値の計算に使用します。  

 日本語の疑似的な文節： (\z|\k)+\h*|\h+) 

 ここで \h はひらがな（ [ぁ -ゖー ]）、 \k はカタカナ（ [ァ -ㇿ ]）、 \z は

漢字（ [一 -龥々〆 ]）を示します。  

3.1.3. 調整相対頻度 

 相対頻度、パーセント、パーミル、そして正規化頻度 (パーミリオン )

は、どれも実測値 (絶対頻度 )の規模 (総和または平均値 )と異なります。

ここで、相対頻度の規模を実測値の規模と等しくした値を「調整相対

頻度」 (Adjusted Relative Frequency: ARF)と呼ぶことにします。  

 たとえば、次のデータは 5 種のテキストの中で現れた特定の要素を

示します。  

OF 1_Madrid 2_Sevilla 3_México 4_Lima 5_B.A. O.sum 

#fa- 24 24 17 15 19 99 

 それぞれのテキストの総語数は次のように異なります。  

Total 1_Madrid 2_Sevilla 3_México 4_Lima 5_B.A. T.sum 

Palabra 5505 5230 5898 4680 5271 26584 

 それぞれのテキストの総語数が異なるので、上の実測値 (OF)はその

ままで比較できません。そこで、実測値を総語数で割って、次の相対

頻度 (RF)を求めます。  

RF 1_Madri

d 

2_Sevill

a 

3_Méxic

o 

4_Lima 5_B.A. R.sum 

#fa- 0.00436 0.00458

9 

0.002882 0.00320

5 

0.00360

5 

0.01864

1 
 相対頻度はとても小さな数値になり、扱いにくいので、その和

(R.sum)が実測値の和 (O.sum)と等しくなるように、全体に O.sum/R.sum

を掛けて、次の調整相対頻度 (ARF)を求めます。  

ARF 1_Madrid 2_Sevilla 3_México 4_Lima 5_B.A. A.sum 
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#fa- 23.15408 24.37155 15.30798 17.02233 19.14407 99 

 上の調整相対頻度の和 (A.sum)は実測値の和 (O.sum)と等しくなりま

す。実際は ARF の小数点以下 1 桁または 0 桁を使用します。実測値が

3 桁以上であらば、小数点以下は不要です。そのとき、調整相対頻度

の和 (A.sum)と実測値の和 (O.sum)が完全に一致しないこともあります

が、この非常に小さな誤差は無視して構わないでしょう。  

 同じように、次のような行列でも、その調整相対頻度が計算できま

す。  

OF 1_Madri

d 

2_Sevill

a 

3_Méxic

o 

4_Lim

a 

5_B.A. sum.O 

A_Hotel 0 0 0 1 0 1 

B_Camino 1 2 1 1 1 6 

C_Funcionario

s 

2 0 0 0 0 2 

D_Estudiante

s 

2 2 1 1 2 8 

E_Consultorio 4 2 2 0 3 11 

F_Fiesta 1 3 3 1 0 8 

G_Política 1 3 1 0 1 6 

H_Compras 8 7 5 6 6 32 

I_Fútbol 0 1 0 1 3 5 

J_Despedida 5 4 4 4 3 20 

sum.O 24 24 17 15 19 99 
 

Total 1_Madri

d 

2_Sevill

a 

3_Méxic

o 

4_Lim

a 

5_B.A. sum.T 

A_Hotel 411 256 495 418 444 2024 

B_Camino 473 456 516 417 525 2387 

C_Funcionario

s 

527 407 533 408 440 2315 

D_Estudiante

s 

471 474 522 407 488 2362 

E_Consultorio 668 696 697 583 589 3233 

F_Fiesta 504 493 537 370 437 2341 

G_Política 729 663 748 516 701 3357 

H_Compras 464 484 491 336 449 2224 

I_Fútbol 384 427 386 395 397 1989 

J_Despedida 874 874 973 830 801 4352 
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sum.T 5505 5230 5898 4680 5271 26584 
 

 

RF 1_Madri

d 

2_Sevill

a 

3_Méxic

o 

4_Lim

a 

5_B.A. sum.R 

A_Hotel 0.00000  0.00000  0.00000  0.0023

9  

0.0000

0  

0.0023

9  
B_Camino 0.00211  0.00439  0.00194  0.0024

0  

0.0019

0  

0.0127

4  
C_Funcionari

os 

0.00380  0.00000  0.00000  0.0000

0  

0.0000

0  

0.0038

0  
D_Estudiante

s 

0.00425  0.00422  0.00192  0.0024

6  

0.0041

0  

0.0169

5  
E_Consultorio 0.00599  0.00287  0.00287  0.0000

0  

0.0050

9  

0.0168

2  
F_Fiesta 0.00198  0.00609  0.00559  0.0027

0  

0.0000

0  

0.0163

6  
G_Política 0.00137  0.00452  0.00134  0.0000

0  

0.0014

3  

0.0086

6  
H_Compras 0.01724  0.01446  0.01018  0.0178

6  

0.0133

6  

0.0731

0  
I_Fútbol 0.00000  0.00234  0.00000  0.0025

3  

0.0075

6  

0.0124

3  
J_Despedida 0.00572  0.00458  0.00411  0.0048

2  

0.0037

5  

0.0229

8  
sum.R 0.04246  0.04347  0.02795  0.0351

6  

0.0371

9  

0.1862

3  

 

ARF 1_Madri

d 

2_Sevill

a 

3_Méxic

o 

4_Lim

a 

5_B.A. sum.A 

A_Hotel 0.0  0.0  0.0  1.3  0.0  1.3  

B_Camino 1.1  2.3  1.0  1.3  1.0  6.7  

C_Funcionario

s 

2.0  0.0  0.0  0.0  0.0  2.0  

D_Estudiante

s 

2.3  2.2  1.0  1.3  2.2  9.0  

E_Consultorio 3.2  1.5  1.5  0.0  2.7  8.9  

F_Fiesta 1.1  3.2  3.0  1.4  0.0  8.7  

G_Política 0.7  2.4  0.7  0.0  0.8  4.6  

H_Compras 9.2  7.7  5.4  9.5  7.1  38.9  

I_Fútbol 0.0  1.2  0.0  1.3  4.0  6.5  

J_Despedida 3.0  2.4  2.2  2.6  2.0  12.2  

sum.A 22.6  22.9  14.8  18.7  19.8  98.8  

 このように計算された調整相対頻度は実際の観測値の中で相対化さ

れた数値なので、現実的な規模で数値を比較することができます。よ

って調整相対頻度は、全体の傾向を実際の規模の中で把握するときに

便利です。  
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3.1.4. パーブロック 

検索された形式が見つかるブロック数を示します。ブロック数は全体

を 10, 100, 1000, …のブロックに分割して計算します。全体のブロック

数 (10, 100, 1000, …)は〔乗数〕のボックスで指定します。  

 

3.1.5. 標準得点 

標準得点は（絶対頻度  - 平均）／標準偏差で求めます。標準得点の平

均はゼロ、標準偏差は 1 になります。横行と縦列でそれぞれの標準得

点を求めます。次は横標準得点の出力です。  

 

3.1.6. 順位得点 

行と列の数値の順（昇順・降順）を出力します。次は横行の昇順の順

位得点です。  
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3.1.7. 0:1 データ 

ゼロを超える値をすべて 1 として出力します。データの有無だけを考

慮する得点です。  

 

3.1.8. 対数得点 

極端な大きな数値があるときには、データ全体を対数に変換すること

があります。対数の底のオプションとして 2 と 10 を用意しました。  

 

3.2. 分析 
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3.2.1. 得点分析 

最初の「得点」の内容は先に見た「行列」になります。以下では「統

計量」と「関係」のセクションを説明します。それぞれのセクション

で使用する行列の例として「絶対頻度」を使いますが、これはパーセ

ントなどの相対頻度や正規化頻度でもそれぞれの分析が可能です。目

的に応じて選択してください。  

3.2.2. 統計分析 

個体の和、平均、最小値、最大値などの統計量が出力されます。属性

の統計量を調べるときには、「入力行列の転置」をチェックしてくだ

さい。  

 

 

 

統計量の一部である、平均値、中央値、最頻値、中間値をボックスチ

ャートで視覚化します。ボックスの左端と右端は第 1 四分位と第 3 四

分位を示します。  
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＊最頻値は階級化されていないデータには適さないので代わりに大数

最頻値を使います。  

3.2.3. 集中分析 

集中分析によって下左の入力行列の行と列の順を変えて下右のように

数値の分布が対角線に集中した行列に変えます。  

  

集中化の方法としては、対応分析、原点距離分析、クラスター分析が

選択できます。行と列の順を変えることの他に、行または列の順だけ

を変えることもできます。  

 グラフでは行と列の値に従って、それぞれの間隔を決め、分布の数

値の大きさにいって、色または青円の大きさを決めます。数値の集中

度が高い領域を灰→青→緑→赤の色で塗ります。  
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3.2.4. 相関分析 

属性間の相関関係をさまざまな指標によって調べます。連関係数は 0:1

データに適用し、グッドマンとクラスカルの連関係数は順位得点に適

用します。  

（データの一部）  
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グラフではカラーテーブル、サイズテーブルで全体の相関を示し、散

布図で 2 つの属性間の相関を示します。  

カラーテーブル  

 

サイズテーブル  
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散布図  

3.2.5. クラスター分析 

クラスター分析（平均法）の結果を次のようなデンドログラムで出力

します。  
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3.2.6. CREA 比較分析 

 

パタン：#fa-のフォーム  

3.2.7. 単一パレート分析 
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3.2.8. 多重パレート分析 
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3.2.9. 頻度の多様性分析 

 

 

3.2.10. 統計的検定 

 

3.3. グループ 

個体と属性の数が多いときは分布が近い個体を個体グループにまとめ、

分布が近い属性を属性グループにまとめると、それぞれのグループの

特徴が明らかになり、また出力データの全体が様子がわかりやすくな

ります。  

次のデータ D3 は個体が 47 個 , 属性が 15 個あります。  
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かなり大きなデータ行列なので、10 個の個体グループと 5 個の属性グ

ループにまとめました。  
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＊このようなまとめ方にはいろいろな方法がありますが、ここでは規

定近接係数によるクラスター分析の平均法を使いました。  

4. グラフ  

 

各種の得点の全体の傾向や特徴を見るためにグラフが役立ちます。  
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次の絶対頻度得点を例にします。  

 

折れ線グラフ  

 

曲線グラフ  

 

個別棒グラフ  
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積み重ね棒グラフ  

 

個別面グラフ  

 

積み重ね面グラフ  

 

左欄の「行列」で「縦パーセント」を選択すると、次のように 100％

全体の中で占める割合がグラフ化されます。  
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左欄の「縦向きグラフ」をチェックするとグラフは次のように 90 度回

転します。  
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散布図  

 

円グラフ  

属性が 1 つだけの数値データでは横並びのグラフを出力せず、次のよ

うな円グラフを出力します。また、数表も次のように計、％、千字率、

千語率、千文率、千段落率を出力します。  
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以上のグラフの出力には次のグーグルチャート Google Chart を使用し

ました。https://developers.google.com/chart/ . 

その他に次のカラーテーブルとサイズテーブルをプログラムしました。 

 

 

上のカラーテーブルでは第 1 四分位以下を青、第 3 四分位以上を赤、

その間を緑にしました。下のサイズテーブルでは数値の大きさと四角

の枠の大きさが比例します。  

[FIN] 
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